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１．所在地　福岡県宗像市赤間729-1

２．沿革（歴史，設立年）

福岡教育大学の前身は明治６年の学科取調所である。

明治９年に福岡師範学校となり，その後，福岡県師範

学校（明治 41 . 4 . 1）から第一・第二師範学校（昭和

18.4.1）へ，更に昭和24年国立学校設置法の公布によ

る福岡師範学校から福岡学芸大学（本校,小倉･田川･福

岡･久留米の４分校）を経て，現在の福岡教育大学（昭

和41.4.1改称）へと統合発展した。

３．現況

学部　教育学部（６課程）

大学院　教育学研究科修士課程（12専攻）

附属学校　１幼稚園（３～５才児・各１クラス）

３小学校（１学年各２クラス）

３中学校（１学年各３クラス）

教育学部学生数　630名（入学定員）

（学生数内訳）

初等教育教員養成課程 260名， 中等教育教員

養成課程 120 名， 障害児教育教員養成課程

50名， 共生社会教育課程65名， 環境情報教

育課程75名， 生涯スポーツ芸術課程60名

大学院学生数　100名（入学定員）

教員数　329名（定員）

（教員数内訳）

大学 214 名（教授 117 名，助教授 92 名，講師

３名，助手２名） 附属学校115名

４．本学の特徴

本学の特徴は，九州・山口地区における唯一の教育

の総合的研究教育機関として，教員養成を行ってきた

ところにある。平成11年度の改組では，教員養成の８

課程を幼児教育と小学校教育を統合した初等教育，中

学校教育と高等学校教育を統合した中等教育及び障害

児教育の３課程に統合再編した。また，平成３年度に

新設の総合文化科学課程を平成11年度に生涯教育３課

程に改組し，生涯教育分野における指導者の養成を行

っている。この改組の目的は，“21世紀の教育を担う

ことのできる資質能力を持った教員養成を目指し，伝

統的な学校教員の養成機関から真の意味での｢教育の総

合的研究教育機関｣へと脱皮する”ことにある。12専

攻を設置した大学院においては，夜間も開講し，現職

教員を積極的に受け入れ，教員の研鑚と力量の向上に

も資している。

今日改めて，教養教育の重要性が強調されるように

なっている。その背景としては，現代社会の急激な変

化や複雑化あるいは職業の専門分化などの進展が人々

の視野を狭くし，様々な社会的病理現象をひきおこし

てきた。その結果人々の問題解決能力を衰退させる傾

向を生みだしている。そういう現代的諸課題への教育

的対応の必要性が近年急速に自覚されるようになって

きたことが挙げられる。

本学の学則第１条が，「有為の教育者」を養成するた

めに，「専門の学芸」を教授するとともに，「広く知識

技能を開発し，豊かな教養を与える」として，教養教

育の重視を謳うのもそうした現代社会の特質と今日の

教育への要請の認識に基づくものである。言い換えれ

ば，上のような特質を持つ現代社会で教育に携わる教

員の養成においては，ただ単に特定の教育分野に関す

る専門的知識や技能を修得させるだけでは不十分であ

り，現代のあらゆる事象について自由かつ主体的に，

批判的かつ公平に，総合的かつ的確に判断することが

できる諸能力を育むこと，すなわち幅広く豊かな教養

と人間性の育成が不可欠であり，そうした素養の育成

に寄与するところに本学の教養教育の使命があるとい

うことである。

ところで，教養教育のこうした使命を達成する方法

としては，かつての一般教養のように専門教育から独

立した科目区分を設けるやり方のほか，大学設置基準

の大綱化後の今日では，教養教育的科目を専門教育の

中に開設するにとどめる方法も可能である。だが，教

養教育を重視する立場からすれば，後者のやり方に教

養教育を限定することは不十分であり，むしろ，教養

教育と専門教育を相互的・有機的に連携させ，教養教

育の中に専門への導入教育を，また専門教育の中に教

養教育的要素を含めるやり方のほうが，教養教育の今

日的使命をより効果的に達成できるものと考える。

その際，教養教育を効果的に実施する方法として最

も重要であるのは，精選された多様な教育内容の提供

とより効果的な教育方法の開発である。というのも，

これらの充実の如何によって，学生の自主性の涵養と

問題関心の喚起，更には現代の教員に求められる素養

の育成など本学教養教育が目指すものの達成度合が決

定付けられるであろうからである。教養教育の効果的

な実施の上で，本学が重視するその他の事項としては，

更に，学生指導体制の充実，学習環境の整備，教養教

育実施・運営体制の強化などが挙げられる。
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１．目的

（１）教養教育の伝統と基本方針

本学の教養教育を考える場合，国立大学設置法によ

って，昭和24年，本学が教員養成とリベラルアーツを

兼ね行う大学として出発したことが重要である。その

ことは，発足時の本学がリベラルアーツ（自由な学芸）

を大学名に冠し，また，学則第１条に，本学の設置目

的を「専門の学芸」を教授し，「豊かな教養」を与え，

もって「有為の教育者」を養成すると謳ったことに最

も明瞭に示されている。

戦後の教育改革によって，教員の養成は大学で行う

ということが基本原則となったが，そのことは，高い

専門的力量と豊かな教養に裏打ちされた教員の知的自

立性を保証しなかったかつての教員教育が国民の意識

形成に有害な影響を与えたことの歴史的反省に基づく

ものであった。本学がその発足時から，「専門の学芸」

と「豊かな教養」を基盤とする教養教育の重要性を強

調したことの意義もまたここにある。先に「２　教養

教育に関するとらえ方」の箇所で述べた現代社会の特

質と，それへの教育的対応の要請といった現代的課題

をも踏まえれば，教養教育の今日的意義はなお一層大

きいと言わねばならない。

本学は，その後，政府による学校教員の計画養成政

策もあり，学芸大学から教育大学へと名称を変更し，

学校教員の養成をもっぱらとする大学に変わった。

だが，こうした目的大学型の教員養成も，教員の需

給変動や時代の大きな変化の中で，大幅な改編を余儀

なくされ，本学も平成３年と平成11年の２度にわたっ

て大幅な学部改組を行うことになる。特に，平成11年

の本学の改革では，学校教員養成の８課程を初等教育，

中等教育，障害児教育の学校教育３課程に統合し，他

方で，平成３年に新設された総合文化科学課程を，共

生社会教育，環境情報教育，生涯スポーツ芸術の生涯

教育の３課程に拡充するという学生組織の大改編が実

施されたが，同時に，この改革において，すべての教

官が教養教育と専門教育の双方を担当し，責任を持っ

て教養教育の運営に参加できるようにするための一般

教育関連学科目の大講座制への統合とそれを含んだ教

員組織の大改編も行われた。

この度の学部改組は以上のように大幅なものとなっ

たが，その中でも，本学は教員養成におけるリベラル

アーツの果たす役割を重視し，教養教育を専門教育か

ら区別された学部教育の共通の基盤とするとともに，

専門教育の中に「専門性のある教養教育」の科目を多く

開設し，リベラルアーツを専門教育の不可欠の構成要素と

するこれまでの本学の基本方針を今日に引き継いでいる。

（２）教養教育の基本的な内容と方法

リベラルアーツの精神に基づく教養教育の目的は，

特定分野の専門的な職業教育とは本来異質のものであ

る。それは，現代に生きる人間，とりわけ現代の教員

に求められる素養の涵養であり，また現代的諸問題の

解決に不可欠な素養としての現代社会への主体的関心，

広い視野と豊かな想像力，総合的批判的な判断力，更

には良識ある市民の育成である。

そして，教養教育がそうした目的を達成するために

は，何よりも先ず，適切に精選された多様な教育内容

の提供が不可欠である。本学は，そのために，大学入

門的授業や専門教育への導入授業，あるいは自立した

社会生活に必要とされる知識技能に関する授業のほか，

今日の学校が抱える諸問題，社会の国際化，情報化，

高齢化，生涯学習社会の到来などに伴う諸問題，更に

は地球規模の環境問題など，現代の学問的社会的人類

的諸課題に関する多様な授業を通じて多彩で幅広い教

育内容を提供する。

現代に生きる人間，とりわけ教員に等しく求められ

るこうした素養をよりよく育成するためには，更に，

上にあげた多様な教育内容をより深くより効果的に学

ばせる必要があり，そのためにはまた，従来ありがち

であった講義一辺倒の授業方法を改め，少人数の双方

向教育や学外の専門家の招聘など斬新で効果的な手法

を開発し，導入する必要がある。また，そうした教育

方法をより効果的に実施するには，学生用の自習室の

整備や図書館の蔵書の充実など，学習環境の一層の整

備が必要である。

２．目標

（１）カリキュラムの改善

本学は，平成11年度の改革で，教養教育の充実及び

専門教育との有機的連携の視点から，従来の教養教育

の在り方を抜本的に見直すカリキュラム改革を行った。

そこでは，また，本学の教養教育が目指す目標が幅広

い教養と豊かな人間性を備えた教育者の養成にあるこ

とが謳われた。更に，新カリキュラムの編成に当たっ

ては，１）現代的諸問題に関する学際的な教育の推進。

２）文系・理系・総合科目といった従来の下位区分

（系区分）の廃止と総合学芸的な観点からの科目の多数

の開設。３）自由な選択履修制が原則とされ，本学に

おける教養教育の主眼が，広い視野と豊かな想像力に

基づく現代的な課題探求能力の育成にあり，その起点

が学生の現代社会への問題関心の喚起と自主的選択の

尊重にあることを示した。

こうして，従来の下位区分の廃止以降，本学の教養

教育の内容は，一般教養教育的要素を幅広く包含する
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３　教養教育の目的及び目標



「教養科目」，実践的コミュニケーション能力の育成に

重点を置く「外国語科目」及び生涯学習の観点から理

論と実践を培う「保健体育科目」に大きく区分される

だけとなった。それぞれの科目区分における科目の開

設趣旨は，以下のとおりである。

１）教養科目

教養科目については，新入生の意識転換を図る大学

入門的科目や専門教育への導入科目，あるいは現代の

社会生活に必要とされる知識技能を伝達する基礎的科

目や情報科目のほか，現代の学問的社会的人類的な諸

課題や学校をめぐる今日的諸問題に関し，学生の主体

的な関心を高め，広く学ばせるため，学際的・総合的

科目やテーマ別科目を多数開設する。

２）外国語科目

英語を中心とする外国語の諸科目は，今日の社会や

文化の国際化，グローバル化に関する学生の関心を高

め，理解を深めさせるとともに，国際社会で活躍でき

る資質能力を育成するため，英語をはじめとする多様

な外国語の実践的な運用能力の向上と継続的学習によ

る高度な語学力を養成する。

３）保健体育科目

｢実技」では，「生涯スポーツ」の一環として，ライ

フスタイルにあったスポーツ・身体運動を主体的に継

続して楽しむ能力を育て，身体に関する認識やスポー

ツ環境の処理能力を培う。また，「講義」では，個人的

（衣食住）及び社会的（環境問題など人類的課題）な観点

からの健康を保持するための知識と方法を修得させる。

ところで，教養科目の自由な選択履修制は，学生の

自主的な選択を前提とするものであるが，同時に多く

の学生の現状からみて，そうした自主性はむしろこれ

から大学教育の中で育まれなければならないというこ

とも否定できない。こうして選択履修制が含む教養教

育のジレンマを改善することが新たな課題となるが，

その方法としては，例えば，自由選択履修制の原則の

もとで，大学入門教育，補習教育，専門への導入教育

などの新たな視点から科目群ごとに科目の開設趣旨を

明確化するため教養科目の下位区分を復活させ，学生

が容易にかつ適切に科目を選択履修できるよう工夫す

ること，更には，学生に関心の高いテーマ講義や総合

科目の拡充による教育内容の改善あるいは少人数・双

方向教育の推進によって授業方法を改善することなど

が考えられる。いずれにせよ，本学における教養教育

の一層の充実のためには，更なるカリキュラムの見直

しと不断の改善が必要となる。

（２）教育方法の改善

本学の教養教育の充実のためには，上にみたような

カリキュラムの改善のほかに，多様な教育内容をより

広くより深く学ばせるためのより効果的な方法が開発

され，導入されなければならない。例えば，１）少人

数教育あるいは双方向教育の推進。２）より適切な教

育内容をより効果的に教える技法を向上させる方法と

して学外の専門家の招聘のほか，学内教官の教育能力

の開発を進めるFD研修などの本格的な実施。３）視

聴覚・電子情報教材や情報・視聴覚機器の活用及びそ

のためのハード面での整備やそれを活用する教官の技

能の一層の向上。４）多人数を対象とする授業でのテ

ィーチング・アシスタントの活用と演習以外の講義で

も採用できるよう改善。５）専門の壁を越えるリレー

方式や専門の異なる複数教官によるチーム・ティーチ

ング方式の活用。６）体験学習や臨地学習の導入等。

いずれにせよ，学生の問題意識や興味関心を喚起する

とともに，授業内容の理解度を高め，教育効果の一層

の向上のためには，多様で斬新な教育方法の開発と導

入にこれまで以上に不断の努力が求められる。また，

学生用の自習室の整備や参考図書の充実等，学習環境

の改善，更には，教育方法の改善の一助として有効な

学生による授業評価の定期的な実施，学生の課外学習

などに対する指導体制の充実やアジア・太平洋地域か

ら本学に多数入学する留学生のための学習支援システ

ムの充実なども今後一層推進される必要がある。

（３）実施組織と運営システムの整備

この度の改革において，教養教育の効果的実施及び

教養教育と専門教育の有機的連携を推進するため，従

来の一般教養の学科目を廃止し，大講座制の下に学部

の全教官を組織し，すべての教官が教養教育と専門教

育の双方を担当し，責任を持って教養教育の運営に参

加できるようにした。だが，本学の教養教育の実施体

制には，改革後も，専門教育のための教官組織である

「教室」に相当するものが欠けた状態であり，教育内容

と方法の不断の改善に責任を持つ教養教育のための教

官組織と実施・運営組織が，非常に脆弱であった。そ

こで，平成12年度末に従来の共通教育委員会規程と教

養教育実施体制を抜本的に見直す作業を進め，平成13

年４月から，教養教育実施部会と同点検部会を下部組

織に持つ教養教育委員会及び同委員会が組織運営する

教養教育の科目担当者会議が発足した。したがって，

教養教育の実施・運営組織を効果的に機能させ，現状

の不十分な点を一層改善することが今後の教養教育委

員会と科目担当者会議の課題となる。

更に，教養教育の実施体制の一環を担う教養教育委

員会，教務委員会，カリキュラム検討委員会及び附属

教育実践総合センター（大学教育開発研究部門）のそ

れぞれが，教養教育に関する今後の企画と運営及びそ

の改善策について，より一層の連携を図り，このシス

テムの今後における円滑な運営と機能に寄与すること

が求められる。
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（1）実施体制

平成11年３月に一般教育委員会を共通教育委員会に

改組，機動性と審議の効率を高めるため委員構成のス

リム化を図った。その結果，幾つかの検討事項（後述）

が円滑な審議を経て実行に移され，その点では改組は

成功したといえる。しかしその一方，教養教育の企

画・運営を担当すべき運営委員会が廃止され，教養科

目の内容や履修方法などの具体的な事項についての責

任体制が曖昧となってしまった。その反省に立って平

成13年３月に再度委員会の見直しを行い，現在の教養

教育委員会に再改組し，委員会構成の充実と審議事項

の明確化及び実施部門の整備を図った。

教養教育委員会は，各部選出の２名（計８名）と附

属教育実践総合センターからの１名及び委嘱の若干名

からなる委員によって構成され，その下に科目担当者

会議を置き，教養教育の改善と充実に当たっている。

教養教育委員会委員は，教養教育実施部会と教養教

育点検部会のどちらかの部会委員を兼務する。実施部

会は，教養教育の１）開講計画，授業計画及び授業時

間割に関すること。２）授業の内容・方法の改善に関

すること。３）履修指導及び学習指導体制に関するこ

と。４）成績評価法に関すること等について審議する。

また，点検部会は，１）実状調査に関すること。２）

自己評価に関すること等について調査研究し，審議す

る。これら二つの部会が役割を分担するとともに，互

いに連携して教養教育の改善・充実を図っている。

委員会における最近の主な検討事項は，「総合科目の

改善」，「類型枠廃止に伴う問題」，「基礎セミナーの改

善」等である。総合科目は従来数回の講演会からなる

オムニバス形式のものであったが，必ずしも教育効果

が充分上がっていたとはいえない。そこで教官を対象

として総合科目の現状と改善方法等に関するアンケー

ト調査を行った（平成11年）。その結果を基に，総合

科目の本来の趣旨は“諸学の総合によって現代の社会

的文化的主題や人類的課題などについて考えさせる点

にある”という観点から，授業改善・工夫の一環とし

て学外講師による講演あるいは特別講義を授業の中に

積極的に取り込むこと，一貫したテーマに沿って系統

的かつ総合的に構成された一連の講義であること等の

改善案を提案した。委員会は，総合科目を担当する教

官チームをコーディネートする役割を担う。平成12年

度は「濡れ衣（冤罪）」をテーマとして実施した。

また，平成12年度は文部省から教養教育改善充実特

別事業費（教養教育及びそのカリキュラムの改善に関

する研究と実地調査）を得て，宮崎大学と佐賀大学の

実地調査を行った。その調査結果は本学における教養

教育の運営実施体制が脆弱なことを明らかにし，現教

養教育委員会への委員会拡充の大きな動機付けを与え

ることとなった。

毎年恒例の活動内容としては，九州地区一般教育研

究協議会への参加，九州地区国立大学間合宿共同授業

や入学時の新入生ガイダンスなどが挙げられる。九州

地区国立大学間合宿共同授業は，九州地区の国立大学

の学生と教官が一堂に会し，寝食を共にしながら研修

することによって学生と教官並びに大学間の交流を深

め，かつ同一テーマについて多面的に授業を進めるこ

とを目的とするものである。

委員会は，講師派遣，参加学生（５名）の募集，事

前指導，引率，成績評価等の責任を負っている。

授業改善のための施策としては，学生による授業評

価を自己評価委員会と連携して実施してきた。平成12

年度には，平成11年度のカリキュラム改革で新設され

た教養科目「基礎セミナー」や「情報機器操作入門」

を含めた教養教育の点検評価を目的として，教官及び

学生アンケートを全学的に実施した。これらのアンケ

ート結果は，一部公表され，あるいは関係教官に通知

され，授業内容・方法の改善と質の高いカリキュラム

の提供のために活用される。また，ファカルティ・デ

ィベロップメント（FD）については，附属教育実践総

合センターが教養教育とFDの関わりについて学外か

ら講師を招き，教官向けセミナーを実施しており，セ

ミナーにおける質疑応答や情報交換及び新任教官の研

修を通して教官の教養教育や FDについての意識と理

解を高める努力をしている。また，平成 11 年度から

FD研究会を作って，｢教養教育における物理教育のも

う一つの視点｣等，教養教育を取り上げた論文も「FD

研究報告書」及び「教育実践研究」にまとめられてい

る。
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（2）教育課程の編成及び履修状況

本学では，平成11年度の大学改革に際して，平成９

年教育職員養成審議会答申「新たな時代に向けた教員

養成の改善方策について」及び平成９年大学審議会答

申「高等教育の一層の改善について」に基づき次のよ

うな理念を掲げカリキュラムを改正した。

・学生の個性（能力・適性）を尊重し，多様化する学

習ニーズに対応した「教育の個性化」，すなわち「得意

分野を持つ個性豊かな」学校教員や生涯教育分野の指

導的人材の養成

・｢教育者としての人間形成」の見地から教養教育の充

実を図るとともに，「教育者としての専門性」を育成す

る専門教育との有機的連携に基づいた４年一貫教育の

実現

・地球や人類の在り方について自ら考えることのでき

る広い視野を持ち，科学技術の高度化，環境教育，情

報化，人権・福祉教育，国際化や生涯学習社会など21

世紀の教育と社会的動向を見通したカリキュラム

・課程の独自性を明確にした学校教育３課程，生涯教

育３課程のカリキュラム，それぞれの課程の専門教育

科目の相互的な活用によるカリキュラムの相互補完

・転課程・転コース，編入学及び社会人入学に対応で

きる柔軟なカリキュラム

本学の教養教育についての教育課程は，上記理念に

沿って編成されている。その基本方針，特色，内容や

履修状況を科目区分ごとに述べる。

１．教養科目について

（１）教養科目編成の方針と特色

１）教養科目の開設の趣旨

教養科目の開設に当たっては，文系・理系・総合科

目といった系区分（類型枠）を廃止し，新入生の意識

転換を図る大学入門的科目や体系化された学問への導

入科目，情報科目などの現代の社会生活に必要とされ

る知識・技能を習得させる科目，現代の学問的社会的

人類的な諸課題や学校をめぐる今日的諸課題に関し，

学生の主体的な関心を高め学生の理解を促進する科目

のほか，学際的・総合的科目やテーマ別科目を多数開

設する。

２）教養科目の履修方法

・教養科目は，２単位構成で前期，後期に開設され，

時間割上の指定された開設枠が確保されている。

・学生は選択履修し，18単位以上取得する。ただし，

初等教育課程，中等教育課程，障害児教育課程の学生

は「日本国憲法」「情報機器操作入門」を必修とする。

また，生涯教育３課程の学生で教員免許の取得を希望

する者についてもこの２科目を履修する。

・18単位を超える修得単位は，自由選択単位にするこ

とができる。

（２）教養科目の内容

１）社会生活に必要な知識・技能を習得させる科目

（例「情報機器操作入門」，「現代経済と人間」，「生活

と物理学」，「こころと体の健康科学A」等）

２）現代社会が直面する基本的諸課題に対応する科目，

倫理性や責任感の向上を図る科目（例「日本国憲法」，

「政治と人間」，「現代社会と人間」等）

・学校を取り巻く今日的課題に対応する科目（例「現

代の教育問題」，「現代の子どもと教育」，「幼児教育の

今日的課題A」等）

・環境問題や遺伝子組替え問題等に対応した新しい内

容の科目（例「科学と人間」，「生物と環境」，「現代物

理学と環境」，「生物と人間社会」等）

・国際問題に対応する新しい内容の科目（例「政治と

人間」，「異文化交流の心理学」等）

・ジェンダー問題，人権・福祉等についての理解を促

進する科目（例「部落解放論A・B」，「政治と人間」，

「現代社会と人間」等）

３）体系化された学問の基礎教育的科目（例「日本の

古典文学」，「世界と人間A」，「数学の見方・考え方」，

「化学入門」，「心理学A」等）

４）総合的あるいは学際的科目（例「文学と社会」，

「生物と人間社会」，「心理学と教育実践A」，「リレー講

義現代科学A」，「総合科目」，合宿授業である「共同授

業」等）

５）芸術鑑賞能力の向上を目指す科目（例「音楽の基

礎知識」，「美術入門」，「書と生活」等）

６）大学入門的あるいは基礎学力向上を目指した科目

（例「基礎セミナーA・B」等）

７）留学生支援科目（例「日本事情A・B」，「比較教

育文化論A・B」，「日本の教育制度A・B」等）

（３）教養科目の履修状況

本学の教養科目「日本国憲法」「情報器機操作入門」

「部落解放論 A」「部落解放論 B」「基礎セミナー A」

「基礎セミナーB」については同じ科目名を複数のクラ

スに分割して行っている。そのため，「６　選択肢式等

設問の回答」4-2-5に見られるように，多数の履修生が

いる授業科目があるが，１クラス当たりの学生数は比

較的少なく，教養科目の１クラス当たりの履修登録者

数の平均値は，65.8名である。10クラスで履修登録者

数が10名未満であり，一方，履修登録者数が200名を

超えるクラスが３クラスあり，268名のクラスが最大

であった。単位取得状況については，１クラス当たり

の成績判定を行った学生数の平均値は59.5名，単位取

得者数の平均値は56.4名である。したがって，成績判

定を行った学生の95パーセントの学生が単位を取得し

ている。平成13年１月に実施した学生による授業評価
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アンケート調査の結果によると，履修状況は，次のと

おりであった。

授業への出席率が90％以上であると自己申告した学

生は６割，80％以上であると自己申告した学生は８割

に上がった。１回の授業のための予習・復習時間が15

分以上である学生は４割前後，30分以上の学生は３割

弱，ほとんどしない学生は６割程度であり，授業を

「とても良く理解できた」あるいは「ある程度授業内容

を理解できた」学生は７割強であった。そして７割弱

の学生が授業に「とても満足している」あるいは「ど

ちらかといえば満足している」と答えている。

２．外国語科目について

（１）外国語科目編成の方針と特色

１）外国語科目の開設趣旨

外国語科目は，今日の社会や文化の国際化，グロー

バル化に関する学生の関心を高め，理解を深めさせる

とともに，国際社会で活躍できる資質能力を育成する

ため，外国人教師を増やし，少人数クラス編成によっ

て，英語をはじめとする多様な外国語の実践的な運用

能力の向上と高度な語学力の養成を目指す。

２）外国語科目の履修方法

・英語，ドイツ語，フランス語，中国語，ハングル，

日本語（留学生対象）の中から一つを選択し，６単位

取得する。ただし，中等教育教員養成課程英語専攻の

学生は，英語を履修する。

・中等教育教員養成課程英語専攻及び共生社会教育課

程の学生は，更に第二外国語４単位を取得する。

・｢英語」については｢英語（コミュニケーション）」と

｢英語（読解）｣の２コースが設定され，更にそれぞれ

のコースの難易度が２段階に分かれ，どちらかを選択

できる。

（２）外国語科目の内容

１）会話を重視し，実践的運用能力を目指す科目（例

「英語（コミュニケーション）」，「ドイツ語Ⅱ（コミュ

ニケーション）」，「フランス語Ⅱ（コミュニケーショ

ン）」，「中国語Ⅱ（コミュニケーション）」，「ハングル

Ⅱ（コミュニケーション）」等）

２）外国語初級（例「ドイツ語 I」，「フランス語 I」，

「中国語I」，「ハングルI」）

３）読解力の養成を目指す科目（例「英語（読解）」，

「ドイツ語Ⅱ」，「フランス語Ⅱ」，「中国語Ⅱ」，「ハン

グルⅡ」等）

４）外国人のための日本語科目（例｢日本語｣）

５）より高度な語学力養成を目的とした科目（例「言

語演習（英）・（独）・（仏）・（中）・（ハン）」）

（３）外国語科目の履修状況

平成 12年度前期の「英語（コミュニケーション）」

の履修登録者数は 1420 名，成績判定を行った学生は

1328名で，単位取得者は 1292名である。この科目は

52のクラスからなり，１クラス平均25.５名の少人数で

実施されている。英語以外の外国語では「中国語I」の

履修生が多く，登録者は141名であった。外国語科目

全体の履修登録者数の１クラス平均は25.3名で，その

うち22.3名が単位を取得している。平成13年１月の学

生による授業評価アンケート調査によれば，｢英語（コ

ミュニケーション）」等の「外国語（コミュニケーショ

ン）」を履修して「会話能力が向上した」あるいは「ど

ちらかといえば向上した」と回答した学生は４割強で

あった。

３．保健体育科目について

（１）保健体育科目編成の方針と特色

１）保健体育科目の開設趣旨

実技科目と健康についての講義科目を開設する。「実

技」では，「生涯スポーツ」の一環として，ライフスタ

イルにあったスポーツ・身体運動を主体的に継続して

楽しむ能力を育て，身体に関する認識やスポーツ環境

の処理能力を培う。また，「講義」では，個人的（衣食

住）及び社会的（環境問題など人類的課題）な観点か

ら健康を維持するための知識と方法を修得する。

２）保健体育科目の履修方法

必修４単位については，１単位の実技科目「生涯ス

ポーツ実習I」，「生涯スポーツ実習Ⅱ」と２単位の講義

「ウエルネス論」を履修すること。ただし，身体障害者

や病後の者，過激な運動を禁止されている者は，上記

の実技科目に代わり「生涯スポーツ実習（特）I」，｢生

涯スポーツ実習（特）Ⅱ」を履修することができる。

（２）保健体育科目の内容

１）実技科目（「生涯スポーツ実習I・Ⅱ」）

学生が自由に選択できるように多数の種目（平成12

年度は14種目）を開設している。

２）身体障害者や病後の者，過激な運動を禁止されて

いる学生のための科目（「生涯スポーツ実習（特）I・

Ⅱ」）

３）健康を維持するための知識や方法についての講義

科目（「ウエルネス論」）

４）上記１）の必修のほかに希望する学生のための実

技選択科目（｢生涯スポーツ実習Ⅲ・Ⅳ」）

（３）保健体育科目の履修状況

｢生涯スポーツ実習 I」の履修登録者数は704名であ

り，12のクラス（種目）に分かれて実施している｡

また，「生涯スポーツ実習（特）I」の履修生が１名

いる。１クラス（種目）当たりの履修登録者数の平均

は57.0名であり，そのうち54.6名が単位を取得してい

る。
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（3）教育方法

本学の教養教育に対する教育方法の基本方針は，「３

教養教育の目的及び目標」で述べた教養教育の目的及

び目標を達成するために，教養教育の内容を効果的に

伝達・教授するための方法を不断に改善していくこと

にある。教養教育委員会を中心とする実施体制と運営

組織の整備によって，教育方法上の斬新で効果的な手

法を組織的に導入することが可能になった。

この基本方針に基づき，教養科目については文系・

理系・総合科目という系区分を廃止し，総合学芸的な

観点からの科目を多数開設して，学生の自己選択によ

る履修を可能にした。これにより学際的・複合的テー

マの設定が可能になり，現代社会や学校をめぐる諸問

題をテーマとする科目の設置が積極的に行われている。

また新入生に対するガイダンス的内容を含む「基礎セ

ミナー」を設置し，教官との対話を重視した多様で斬

新な授業を行っている。平成13年１月に行われた学生

による授業評価アンケートにおいても，学生の満足度

が高い結果となった。リレー形式による科目も多数開

設されているが，特に「総合科目」については，学内

講師と学外講師の綿密な打ち合わせによる変化に富ん

だ授業が行われ，ディスカッションによる学生の積極

的な授業参加を狙いとしている。更に新免許法に対応

する科目として開設している「情報機器操作入門」は，

インターネットの利用の仕方や，ワープロ，表計算な

どの標準的なソフトウェアの扱い方を実践的な能力と

して修得させることに努めている。これらのクラスの

開設と授業担当は各課程のコース・専攻ごとに行うこ

とによって，クラスサイズを小規模にし，担当教官の

指導がより効果的になるよう努めている。更に学生は

各自のユーザーIDによって，情報処理センターやパソ

コン実習室などの学内のパソコンからLAN経由で自由

にインターネットにアクセスすることができる。

外国語科目については，国際化時代に対応した外国

語教育を推進するための指導体制を取っている。英語

については，「英語（コミュニケーション）」「英語（読

解）」の２コースを設定し，従来のクラス指定をはずし

て学生が自由に選択履修できるようにした。特に「英

語（コミュニケーション）」のコースについては，クラ

スサイズを厳密に規定した20名と30名の少人数クラス

を導入し，外国人教師の担当クラスを全体の約40パー

セントに増やして英語の実践的な運用能力の向上を目

指している。更にクラスの難易度をAとBの相対的な

２段階のランクに分け，事前に教官会議を開いてテキ

ストの難易度と選択に関して調整を行っている。更に

学習の継続を希望する学生は，より高度な語学力養成

を目的として「言語演習」（４単位）を少人数クラスで

履修することができる。英語以外の外国語（ドイツ語，

フランス語，中国語，ハングル）についても，英語に

準じたカリキュラムの編成を行い，英語と同様な形で

の指導体制を取っている。

保健体育科目については「生涯スポーツ」の一環と

位置付け，学生自身が自分自身のライフスタイルにあ

ったスポーツ・身体運動を主体的に選択できるよう，

クラス指定の枠の中で選択できる種目の多様化に努め

ている。

学生に対するより徹底した指導を実践するために，

これらの科目においては既に本学大学院の学生をティ

ーチング・アシスタント（TA）として活用しているク

ラスもあり，効果を上げている。特に少人数クラスが

実現できない科目については，TAの導入が今後ます

ます推進されるであろう。

外国人留学生に対する教育方法としては，アジアか

らの多数の留学生や，姉妹校交流を行っているキャン

ベラ大学，北アリゾナ大学，遼寧師範大学，釜山教育

大学校からの交換留学生を受け入れている現状を踏ま

え，チューター制度（主に日本人学生）や外国人留学

生用の独自の教養科目の開設，少人数での日本語クラ

スの開講などの工夫を行っている。

科目の選択に関しては，大部分が学生の自己選択に

任されているが，選択の材料として学生は，冊子とイ

ンターネット上のウェブサイトとにより提供されてい

るシラバスを参考にすることができる。シラバスは，

授業科目，担当教官名，開講期，授業の目標・概要・

計画，テキスト・参考書，その他（成績評価の方法や

オフィスアワー等）の項目をもって構成されている。

外国語の授業が行われるLL教室においては，テープ

やビデオはもちろんのこと，DVDや大型ビデオプロジ

ェクター，パソコンなどの導入によって学生は実践的

な視聴覚教材に触れる機会を提供されている。更に普

通教室においてもビデオプロジェクターの導入が順次

進められており，これらの機器を使って更に多くの科

目において実践的な授業が試みられている。

｢九州地区国立大学間共同合宿授業」が毎年夏休み期

間中に九州地区国立大学九重共同研修所で開講されて

おり，現代社会の諸問題に関するテーマの合宿授業が

行われている。本学からは５名が参加しており，合宿

授業前の事前指導と授業後のレポート提出，集団面接

を経て単位が認定されている。

また現在，学生が履修登録する科目数が膨れ上がり

すぎることが問題となっているが，本学では教務委員

会を中心に履修登録単位の上限設定や成績評価法の見

直しについても検討中である。今後の検討課題につい

ては，更に「５　変遷及び今後の方向」で述べる。
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１．変遷

（１）カリキュラム

本学のカリキュラムの改革は「教育職員免許法等の

一部を改正する法律」及び「大学設置基準の一部改正」

を受けて行われ，同時に平成５年度から一般教育関係

の学科目を廃止し，科目区分を，教養科目，外国語科

目，保健体育科目，専門科目，自由選択科目及び卒業

研究とし，卒業に要する最低単位を 138単位から 124

単位に減じる改訂を行った。更に，平成11年には教員

養成大学としての教養教育の充実と専門教育との有機

的連携を図ることを理念の一つとしてカリキュラム改

革を行った。

平成11年度より教養科目の類型枠を廃止し，学生の

自主性により選択履修し，計18単位以上を修得するこ

ととした。

（２）組織

１）教員組織

平成11年の改革では，教養教育と専門教育との連携

が謳われ，一般教育の学科目を廃止し，大講座制に再

編統合した。これにより全教官が教養教育と専門教育

の双方を担当できることとなり教養教育を効果的に実

施できるようになった。

２）実施組織

平成10年度までは教養教育に関する事項を研究審議

し，関連の諸機関に報告建議又は企画立案する一般教

育委員会（26名）と，一般教育委員会から委嘱された

事項を調査研究し，企画立案する一般教育運営委員会

（若干名）が主たる実施組織であった。しかし，構成員

過多などから十分機能するに到らず，平成11年度より

共通教育委員会（８名）に改組することにより実働機

能性を高めた。平成13年度より教養教育実施部会と教

養教育点検部会を置く教養教育委員会に再改組された。

平成 12 年度まで教養教育の責任組織が欠けていたた

め，平成13年度に教養教育委員会が組織する教養教育

科目担当者会議が設置された。現在，本学の教養教育

は教養教育委員会を中心に，附属教育実践総合センタ

ー，教務委員会，カリキュラム検討委員会，点検評価

委員会等の協議と連携のもと，実施されている。

（３）改善の施策

１）ファカルティ・ディベロップメント（FD）

平成11年度に統合・再編し，新たに発足した附属教

育実践総合センターの大学教育開発研究部門において

教員養成大学としての FD が模索されている。平成

10・ 13年に FDに関する講演会を開催，平成 12・ 13

年３月にFD研究報告書を刊行し，現在FD研究会を拡

充するとともに，FDに関する新任教官研修が実施され

ている。

２）学生及び教官による授業評価

平成12年１月に学生による授業評価アンケートを試

行的に実施後，平成13年１月に学生及び教官による授

業評価アンケートを非常勤講師を含む全教官の授業を

対象に実施し，その結果を報告書にまとめた。学生の

授業評価には興味，理解度，満足度が大きく関与し，

特に「明快な説明」，「適切な内容」が評価を高める要

因であった。教養科目で履修生の６割が予習・復習を

ほとんどしていない実態が明らかになった。

２．今後の方向

（１）カリキュラム

カリキュラムに関しては以下の諸点について今後検

討していく。１）本学の教養教育の目的・目標，課題

について整備し，学生及び教官に周知されるような取

組を行っていく。２）分野別の開設科目の偏りを検討

し，是正するとともに，科目群別（下位区分）に整備

する。３）学生の実りある選択履修のために，開設科

目の趣旨や下位区分した科目群を「履修の手引き」等

に明示する。４）学生が特定領域の科目に偏ることな

く，学際的，系統的に選択履修を行えるよう，履修指

導を充実させる。５）「基礎セミナー」では大学入門的

科目と基礎学力的科目を区別する。６）総合科目は現

在１科目のみの開講であるが，拡充させていく。

（２）実施組織

上述の教養教育の実施組織については立ち上がった

ばかりであり，今後点検・評価を重ね，より望ましい

組織・体制に改善していく。

（３）教育方法

教育方法に関しては以下の諸点について今後検討し

ていく。１）教養教育に関する指導体制の充実。２）

オフィスアワーの制度化。３）教養教育の観点から新

入生合宿研修の効果的な実施。４）教養教育に関する

課外学習を効果的に行えるよう，図書館，自習室，パ

ソコンやLAN，教室･演習室等の学習環境の整備・充

実。５）特に，教養科目の学習指導の強化及び留学生

の学習支援体制の整備

（４）改善に向けての施策

施策に関しては以下について今後検討していく。１）

FD研究会や研修制度の拡充。２）学生及び教官による

授業評価に関しては，評価システム，評価項目等の検

討も行いながら，更に，継続して実施していく。３）

教養教育に関する研究を全学的に推進していくととも

に，教養教育やその授業改善のための成果を投稿でき

る研究紀要の刊行等についても検討していく。
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５　変遷及び今後の方向
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６　選択肢式等設問の回答
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